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１．概要（Summary） 
可視光の光位相差変調が可能なマイクロスケールの変

調素子の開発を目的とする。金ナノグレーティングを構成

することで、可視光に光位相差を発生させるマイクロスケ

ールの光位相差変調素子の実現を目指した。 
Fig. 1 に示すグレーティング構造を製作した。グレーテ

ィング構造は、ガラス基板上に可動梁と固定梁とを交互に

配置した構成している。光位相差は、グレーティングのスリ

ット幅に応じて発生するため、安定した光位相差のために

は均一なスリット幅が求められる。しかし、Fig. 1 のスリット

には多くの粒状物体が見られる。そこで、スリット部に存在

した粒状物体の発生原因を究明する。 

  

Fig. 1 SEM images of overall and magnified 
structure.  

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
ドラフトチャンバー 
スピンコーター SC-308 
【実験方法】 

東京農工大学岩見研究室、および東京大学武田先端

スーパークリーンルームの OAP(HMDS)およびポジ型電

子線レジスト ZEP520A を塗布することで、レジストの劣化

により粒状物体が発生したかを検証した。東京農工大学

ではスピンコーター(共和理研 K-359S1)、東京大学武田

先端スーパークリーンルームではスピンコーター(SC-308)
を用いて、レジストを塗布した。レジスト塗布後、東京農工

大学の電子ビーム描画装置(日本電子 JBX-6300FS)で
パターニングを行なった。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
現像後の基板表面の光学顕微鏡像を Fig. 2 に示す。

共に粒状物体の存在が確認できた。スピンコーター(押鐘 
SC-308)を用いたことで、粒状物体の発生はレジストの劣

化によるものではないことが明らかになった。 

  

Fig. 2 Microscope images. (a) Coated in TUAT.  
(b) Coated in Takeda Clean Room. 
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